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34  小宮みち江

近ま■良根 よつ徒歩 5分 )開講13時30分(開場13時 )

《古代の図書寮とその役割》
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11月 14日 (火 )

古代に国家として 行政に必要とした重要な図書、経典を保管し、書写したのが図書寮です。図書寮は、い

ずれは国家が歴史書を編纂することを想定し、その資料を収集し保管するとともに、各省が運営する上で必要と

した紙 筆 ‐墨を配布することも職掌として担っていました。この図書寮が果たした役害1を考えてみます。

12月 12日 (火 ) 《平城京三坊大路と出上した苔知オ『》

平成京の左京に設けられた三条大路は、ウフナベ古墳の東を・nlり 、山背に抜ける古代の重要な道でした。そ

れだけに往来する人々も多い道でしたので、しばしば逃走 した馬を探す立て札 (告知札)が立てられました。

その立て札を読みながら、古代の告知札の意義を考えてみます。

2024年

¨         
《古代の国司と任国での着任儀礼》

各国に任じられた国司は、いずれも中央から任国へ派遣されました。

派遣された回司は、それぞれの国に入国する際には、所定のきまりが

ありました。しかも、自らが担当する任国へ入る時から、また着任 fF‐ に

すべき多くのしきたり、作法、儀礼が待っていました。その実態を、

平安時代に残された日記『時範記Jを もとに、少し遡つて考えてみます。

※コロナの感染状況により体講とする場合があります。ご了承ください。

※引き続き 新型コロすの感染予防にご協力をお願いします。

吻  小 笠 原 好 彦 氏 滋賀大学額 麟 授・文化財保存全国協議会代表委員

加資

奈良県教育会館

500円

範 中目庁J伸車面出琉 →兵¬,"

☆☆☆ 事前の申し込みは要りません。どなたでも参加できます ☆☆☆


